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令和5年度 事 業 報 告 事業実施状況

令和6年度 事 業 計 画

会の運営と組織強化第1

関係機関・団体との連携強化第5

調査研究事業の実施第2

表彰事業の実施第6 共同募金運動への協力第7

ホームヘルパー研修会事業の実施第3

広報事業の実施第4

ブロックNo. 開催日 テーマ 開催地 参加人数

あま市

稲沢市

清須市

扶桑町

東郷町

美浜町

みよし市

安城市

岡崎市

豊根村

蒲郡市

31

29

21

38

23

40

48

30

65

18

46

1/27㈯

11/25㈯

11/18㈯

10/29㈰

2/10㈯

1/27㈯

10/15㈰

2/24㈯

9/16㈯

11/12㈰

1/20㈯

海　部

尾西１

尾西２

尾　北

尾　東

知　多

豊　田

西三河１

西三河２

奥三河

東三河

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11 「感染対策塾2023 ～訪問介護員が身につける
　　　　　  感染対策の考え方とケア実践方法～」

「非常時、緊急時の対応」
「心肺蘇生等」

「どうする？障がい」

「食中毒の予防及びまん延防止について」

「老計10号に伴った事例検討会」

「障がい者支援？
 もはや包括支援時代の多職種間連携について」

「東日本大震災及び熊本地震での
　　　　　　　 ホームヘルプ活動について」

「ヘルパーに近い福祉用具」

「介護職の為の腰痛対策講座」

「自立支援について」

「高齢者・障害者の消費者被害未然防止について」

＜参考＞ 令和４年度11市町村383名

令和6年度
愛知県ホームヘルパー連絡協議会
令和6年度
愛知県ホームヘルパー連絡協議会

重点事業
１　ホームヘルパーの専門職集団としての組織強化を一層図り、会への参加促進を図る。
２　高齢者・障害者等の利用者一人ひとりの状況を把握し、利用者が住み慣れた地域で暮し続けることができるように「生活を支援す

る専門職」としてのホームヘルパーの資質向上を図る。
３　利用者の自立支援・重度化防止について考えるとともに、より質の高いサービスを提供できるように、地域における関連機関との

連携に努める。
４　大規模災害の教訓を活かし、「ホームヘルパー」として災害時対応を想定して、日ごろの地域との連携強化に努めていく。
５　感染症のリスクに備え、医療機関との連携を強化し、日ごろから予防や対応策について検討、整備するよう努める。

　本会の組織強化とホームヘルパー全員参加の推進に向け、
次の会議を開催し会務を運営した。

⑴　役員会等の開催　５回
・正副会長会議　令和５年４月24日（月）
・臨時役員会　　令和５年9月29日（金）　【WEB併用開催】
・第１回役員会　令和５年10月16日（月）【WEB併用開催】
・第２回役員会　令和５年11月13日（月）
・第３回役員会　令和６年２月28日（水）　【WEB併用開催】

⑵　委員総会の開催　１回
　令和５年５月24日（水）
・第１号議案　令和４年度愛知県ホームヘルパー連絡協議会事業報告（案）について
・第２号議案　令和４年度愛知県ホームヘルパー連絡協議会収支決算（案）について
・第３号議案　令和５年度愛知県ホームヘルパー連絡協議会事業計画（案）について
・第４号議案　令和５年度愛知県ホームヘルパー連絡協議会収支予算書（案）について

⑶　専門委員会の開催　4回
役員会の開催時に併せ、研修・調査広報の専門委員会を開

催し、研究協議を行った。
⑷　監事会の開催　１回
　　令和５年４月24日（月）
⑸　組織強化活動

ア　会員　137名　（46事業所）
　　なお、会員外に対しても研修等への参加促進を図った。

⑴　全国ホームヘルパー協議会協議員総会（東京都）
　　第１回　令和５年５月12日 【WEB開催】
　　第２回　令和６年３月５日 【WEB開催】
⑵　全国ホームヘルパー協議会常任協議員会（東京都）
　　第１回　令和５年８月８日 【書面審議】
　　第２回　令和５年10月10日 【WEB開催】
　　第３回　令和６年２月６日 【WEB開催】

１ 会の運営と組織強化
⑴　役員会の開催
⑵　委員総会の開催 令和６年５月22日(水)
⑶　研修・調査広報の各委員会の開催
⑷　市町村委員ブロック会議の開催
 令和６年５月22日(水)
⑸　監事会の開催 令和６年４月24日(水)
⑹　ブロック別研修会への助成

２ 調査・研究事業
⑴　福祉制度を理解するための

研修会の開催
⑵　利用者の自立支援を目指した

サービス提供のための調査研究
⑶　ホームヘルプ活動に関する資

料・情報の収集と研究

４ 広報事業
⑴　機関紙「つどい」電子版（PDF）の作成　年２回
⑵　2024 年改訂版訪問介護マニュアルの作成および

サービス提供責任者支援ハンドブックの会員・会員
外に対する販売促進

５ 会議等への参加と関係機関・団体との連携強化
⑴　全国ホームヘルパー協議会関連会議等への代表者並びに参加者派遣
　・全国ホームヘルパー協議会協議員セミナー 　未定〈東京都〉
　・全国ホームヘルパー協議会協議員総会（オンライン） 　未定〈東京都〉
　・全国ホームヘルパー協議会常任協議委員会（年４回）
　・全国ホームヘルパー協議会正副会長会議（年１回）
⑵　愛知県社会福祉協議会等関係機関・団体との連携
⑶　愛知県介護福祉士会等各専門職団体との連携

３ 研修事業
⑴　市町村委員研修会 令和６年５月22日(水)
⑵　スキルアップ研修会 令和６年８月27日(火)
⑶　サ－ビス提供責任者研修会（兼東海北陸ブロック研修会）
 令和６年11月
⑷　現任研修会 令和７年２月
⑸　県内ブロック別研修会 令和６年５月～令和７年３月

６ 表彰事業の実施 ７ 共同募金運動への参加協力

８ 大規模災害の教訓を活かした災害時対応と広域支援体制の検討

　＜参考・会員の動向＞
　　令和  ４  年度　会員数　160名　（48事業所）
　　令和  ３  年度　会員数　160名　（48事業所）
　　令和  ２  年度　会員数　164名　（49事業所）
　　令和  元  年度　会員数　173名　（50事業所）
　　平成30年度　会員数　195名　（54事業所）
　　平成29年度　会員数　216名　（56事業所）
　　平成28年度　会員数　224名　（60事業所）
　　平成27年度　会員数　238名　（64事業所）
　　平成26年度　会員数　247名　（65事業所）
　　平成25年度　会員数　255名　（67事業所）
　　平成24年度　会員数　268名　（69事業所）
　　平成23年度　会員数　279名　（75事業所）
　　平成22年度　会員数　290名　（78事業所）
　　平成21年度　会員数　317名　（85事業所）
　　平成20年度　会員数　343名　（85事業所）

　イ　県内ブロック別等研修会を開催し、県内各地区の交流促
進とスキルアップを図った。（詳細は第3の⑸に別掲）

⑸　県内ブロック別等研修会

⑴　福祉制度を理解するための研修会の開催
⑵　利用者の自立支援を目指したサービス提供のための調査研究
⑶　ホームヘルプ活動に関する資料・情報の収集と研究

⑴　機関紙「つどい」の発行　
　　機関紙「つどい」をPDFで作成し、電子版に掲載及び会員へ電

子メールにより配信した。
　　第96号（令和5年12月発行）・第97号（令和6年３月発行）
⑵　ホームヘルプ活動の普及に関する広報活動　
　　「2022年改訂版訪問介護マニュアル」販売部数　91部
　　「訪問介護マニュアル老計10号」販売部数　44部
⑶　サービス提供責任者支援ハンドブックの会員・会員外に対する販売促進
　　「2022年改訂版サービス提供責任者支援ハンドブック」販売部数　0部

　多年にわたりホームヘルパー事業の推進に
尽力し、功績が顕著な会員に対し、会長表彰
状及び会長感謝状を贈呈した。

　会長表彰：１名　　会長感謝：４名

愛知県共同募金会提唱の「図書カ－ド・クオカード」に協力した。
協力枚数　653枚（図書カード225枚、クオカード428枚）

令和４年度：720枚（図書カード243枚、クオカード477枚）／
令和３年度：795枚／令和２年度：740枚／令和元年度：768枚／
平成30年度：795枚／平成29年度：830枚／平成28年度：1,002枚

⑴　市町村委員等研修会
　　令和５年５月24日(水)
　　・参加者数　34名

　・内容
　　講義　「組織犯罪と詐欺被害の現状と対策について」

　　　講師　愛知県警察本部 生活安全部生活安全総務課防犯情報係　北瀬 智之 氏
⑵　スキルアップ研修会
　　令和５年８月25日（金）

　・参加者数　38名（会員34名, 会員外４名）
　・内容
　　【講義】　「ＩＣＦを活用した身体介護」 　
　　　講師　柳城短期大学 保育科 准教授　大崎 千秋 氏
　　【演習・グループワーク】「ＩＣＦを活用した身体介護」
　　　講師　柳城短期大学 保育科 准教授　大崎 千秋 氏

⑶　サービス提供責任者等研修会
　　令和５年11月13日(月)（会員20名, 会員外５名）
　　・参加者数　25名
　　・内容
　　　講義①　「業務の効率化と自立対策を図る介護食」
　　　　株式会社ねこの手 代表取締役　伊藤 亜記 氏
　　　ご協力企業様ご紹介　このいろ
　　　講義②・演習①　「介護に役立つ献立」
　　　　名古屋文理大学 健康栄養学科 准教授　石川 豊美 氏
⑷　現任研修会（兼東海北陸ブロック研修会）
　　令和６年２月22日(木)【WEB併用開催】
　　・富山県主催
　　・内容
　　　１富山県ホームヘルパー研修
　　　　講義　「介護報酬改定のポイント」
　　　　　株式会社ねこの手 代表取締役　伊藤 亜記 氏
　　　２東海北陸ブロック研修
　　　　講義　「介護報酬改定のポイント」
　　　　　　　「対策と介護保険サービス」
　　　　　株式会社ねこの手 代表取締役　伊藤 亜記 氏

参考

⑶　全国ホームヘルパー協議会ホームヘルプの質を高めるオン
ラインサロン（東京都）

　　第１回　令和５年８月22日 【WEB開催】
　　第２回　令和５年12月20日 【WEB開催】
　　第３回　令和６年３月13日 【WEB開催】

※東海北陸ブロック研修会（石川県）兼（日程未定）

総会報告
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愛知県ホームヘルパー連絡協議会　新常任委員会を紹介します!!愛知県ホームヘルパー連絡協議会　新常任委員会を紹介します!!
任期は令和６年６月1日から令和８年５月31日です。

　今
回
、
常
任
委
員
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私
は
、

介
護
福
祉
士
と
し
て
高
齢
者
や
障
害

者
の
支
援
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

利
用
者
一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
を
理
解

し
、
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
仕
事
を
通
じ
、
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、
利

坂
口 

小
百
合

南
知
多
町
社
会
福
祉
協
議
会

大
石 

典
子

　
週
に
二
日
の
非
常
勤
ヘ
ル
パ
ー
か

ら
始
ま
り
、
二
十
年
を
過
ぎ
ま
し
た
。

今
は
サ
責
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
東
三
河
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

県
内
で
同
じ
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
と
情
報
交
換
な
ど

で
き
る
と
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
豊
橋
社
協
の
ヘ
ル
パ
ー
は
長
年
勤
め
て
い
る
方
が
多
く
、

頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。
今
だ
続
く
コ
ロ
ナ
感
染
や
最
近
の

厳
し
い
天
候
の
中
で
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。元
気
で
働
け
て
、

な
ん
で
も
相
談
し
合
い
、
チ
ー
ム
と
し
て
利
用
者
を
支
え
ら

れ
る
援
助
を
目
指
し
て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

豊
橋
市
社
会
福
祉
協
議
会

西
川 

や
よ
い

　
名
古
屋
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

豊
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
入
社
し

て
四
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
豊
山
町

の
ヘ
ル
パ
ー
は
四
人
と
少
人
数
体
制

で
す
が
、
皆
が
明
る
く
仲
が
良
い
の

で
働
き
や
す
い
職
場
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
な
が

ら
長
年
新
し
い
ヘ
ル
パ
ー
の
雇
用
に
は
至
ら
ず
、
人
材
不
足

が
深
刻
な
問
題
で
す
。

　
ま
も
な
く
訪
れ
る
二
〇
二
五
年
問
題
の
超
高
齢
化
社
会
。

訪
問
介
護
は
や
り
が
い
の
あ
る
尊
い
仕
事
で
す
。
そ
の
魅
力

が
広
ま
り
、
資
格
取
得
者
が
増
え
て
雇
用
に
繋
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

豊
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

池
田 

ひ
と
み

　
私
が
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
に
就
い
て
五
年
程
が

経
ち
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
主
に
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精

神
障
害
を
持
つ
利
用
者
の
支
援
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
同
行
援
護
の
資
格
も
と
ら
せ
て
頂
き
、

盲
目
の
方
と
の
外
出
支
援
に
は
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
の
仕
事
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
と
出
会
い
、
色
々
な
経
験
を

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
は
奥
深
く
、
常
に
学
び
続
け
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
さ
ん
に
寄
り
添
い
、

よ
り
良
い
支
援
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

東
海
市
社
会
福
祉
協
議
会

太
田 

有
希

　
今
回
、
豊
田
ブ
ロ
ッ
ク
の
常
任
委
員
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
サ
責
と
し
て
働
い
て
い
た
時
か
ら
数
年
た

ち
、
社
会
情
勢
、
介
護
保
険
制
度
が
大
き
く

変
化
し
、
体
制
も
心
も
新
た
に
再
出
発
を
事

業
所
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
日
々
で
す
。

　
私
自
身
も
部
署
異
動
で
今
年
度
訪
問
介
護
へ
と
配
属
に
な
り
、

日
々
勉
強
の
毎
日
で
す
が
、利
用
者
様
と
一
緒
に「
で
き
た
！
」「
や
っ

て
み
よ
う
」
な
ど
、
ヘ
ル
パ
ー
が
そ
の
人
の
活
力
の
力
に
な
れ
る
よ

う
寄
り
添
い
な
が
ら
信
頼
関
係
を
構
築
し
、
質
の
高
い
支
援
を
継
続

し
て
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
よ
し
市
社
会
福
祉
協
議
会

村
松 

豊
美

　
わ
た
し
の
住
む
地
域
は
山
間
部
で
、
携
帯

電
話
も
繋
が
ら
な
い
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　
人
口
の
減
少
、
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
、
職

員
募
集
を
し
て
も
な
か
な
か
入
っ
て
こ
な
い

為
、
ヘ
ル
パ
ー
の
人
手
不
足
の
不
安
も
あ
り

ま
す
が
、
共
に
働
く
ヘ
ル
パ
ー
の
健
康
と
安
全
を
守
り
な
が
ら
、
利

用
者
様
に
不
安
な
く
住
み
慣
れ
た
家
で
長
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
常
任
委
員
と
し
て
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

設
楽
町
社
会
福
祉
協
議
会

神
谷 

洋
美

　
人
生
一
〇
〇
年
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
し
て
も
利
用
者

に
「
寄
り
添
い
」
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止

へ
の
取
組
み
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
利
用
者
自
身
、
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
支

援
す
る
、
で
き
る
こ
と
を
維
持
し
て
い
く
事
で
、
利
用
者
の
自
尊
心

が
守
ら
れ
自
立
支
援
の
考
え
、
ケ
ア
で
の
実
践
を
通
し
て
、
利
用
者

の
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

　「
人
」
を
相
手
に
す
る
仕
事
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
中
に
身
を
置
い
て
仕
事
が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
基
本

で
す
。
つ
な
が
り
と
助
け
合
い
が
よ
り

重
要
な
時
代
に
「
ど
れ
だ
け
支
援
し
合

え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ
て
い
る

か
」
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
た

め
に
も
ヘ
ル
パ
ー
協
の
活
動
は
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

豊
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

顧

　問

山
口 

笑
理
子

　
今
回
尾
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
常
任
委
員
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
い
ろ
ん
な
情
報
を
得
な
が
ら
、
他
地
区
の

方
と
の
交
流
を
し
、
自
分
自
身
の
ス
キ
ル
に

磨
い
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
利
用
者
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
家
で
長
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
自
立
支
援
を
促
し
て
い
き
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
宮
市
社
会
福
祉
協
議
会

横
井 

史
子

　
平
成
十
六
年
に
ヘ
ル
パ
ー
二
級
を
取
り
、
そ

の
ま
ま
実
習
先
だ
っ
た
社
協
に
就
職
し
二
十
年
、

ず
っ
と
ヘ
ル
パ
ー
一
筋
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

当
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
メ
モ
を
取
り
な
が

ら
復
習
す
る
毎
日
で
し
た
。
今
は
指
導
す
る
立

場
に
な
り
、
新
人
ヘ
ル
パ
ー
が
メ
モ
を
取
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
な
つ

か
し
く
、
ま
ぶ
し
く
感
じ
ま
す
。
最
近
は
募
集
を
し
て
も
な
か
な
か
人

が
集
ま
ら
ず
、
当
事
業
所
も
ヘ
ル
パ
ー
不
足
と
ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
が

顕
著
で
す
。
こ
の
機
会
に
他
の
事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
と
つ
な
が
り
、

相
談
し
た
り
悩
み
を
共
有
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
ヘ
ル

パ
ー
の
仕
事
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

犬
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

本
田 

祥
子

　
今
回
、
海
部
ブ
ロ
ッ
ク
の
常
任
委
員
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
在
宅

介
護
を
支
え
る
存
在
で
あ
る
ヘ
ル
パ
ー
で
す
が
、

高
齢
化
や
人
材
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
ヘ
ル
パ
ー
が
安
心
し
て
働
く
こ

と
が
出
来
る
職
場
作
り
や
、
利
用
者
の
心
に
寄
り
添
っ
た
質
の
高
い
サ
ー

弥
富
市
社
会
福
祉
協
議
会

斎
藤 

真
紀

　
二
十
歳
の
頃
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
勤

め
始
め
、
利
用
者
さ
ん
や
職
場
の
仲

間
に
色
々
な
迷
惑
を
か
け
助
け
て
も

ら
い
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
ヘ
ル
パ
ー
協
の
副
会
長
と
い
う
大
役
を
受
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。自
分
に
務
ま
る
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
い
た
だ
い
た
機
会
を
無
駄
に
せ
ず
、
皆
さ
ん
と
情

報
交
換
を
し
た
り
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
沢
山
の
知
識

を
吸
収
し
職
場
の
仲
間
に
伝
え
、
自
分
自
身
成
長
で
き
た
ら

と
思
い
ま
す
。

副
会
長

高
浜
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
普
段
は
一
応
ケ
ア
マ
ネ
と
し
て
勤

務
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
酷
暑
の
中
、
常
に
熱
中
症
予
防

を
利
用
者
さ
ん
に
は
呼
び
か
け
て
い
ま

す
が
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も
同
様
に
、
冷
房

の
な
い
浴
室
や
台
所
な
ど
で
汗
を
か
き
な
が
ら
大
変
な
環
境
で

支
援
に
あ
た
る
姿
を
見
る
と
い
つ
も
頭
が
下
が
る
思
い
で
す
。

　
利
用
者
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
支
援
者
で
あ
る
ヘ
ル

パ
ー
さ
ん
は
、
ケ
ア
マ
ネ
が
聞
い
て
も
教
え
て
く
れ
な
い
こ

と
で
も
「
本
当
は
ね
・
・
・
」
と
本
心
を
聞
き
出
し
て
く
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
と
て
も
頼
り
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
時
に
は
理
不
尽
な
要
求
や
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
た
り
す

る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
「
訪
問
に
行
っ
て
き
ま

す
！
」
と
元
気
に
事
務
所
を
後
に
す
る
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
は
頼

も
し
い
限
り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
役
員
は
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で
も

ヘ
ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

早
川 

孝
志

東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

副
会
長

小
原 

修
子

　
ヘ
ル
パ
ー
二
級
を
取
得
し
、
子
育

て
を
し
な
が
ら
社
協
の
登
録
ヘ
ル

パ
ー
と
し
て
活
動
を
始
め
た
の
は
思

え
ば
二
十
五
年
も
前
の
事
で
し
た
。

　
そ
の
頃
、事
業
所
の
登
録
ヘ
ル
パ
ー

は
一
三
〇
人
を
超
え
て
お
り
、
全
員
が
集
ま
る
年
四
回
の
定

例
の
会
合
は
と
て
も
盛
大
で
し
た
。
サ
責
の
皆
さ
ん
は
さ
ぞ

や
大
変
だ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
五
年
が
過
ぎ
、
時
代
と
共
に
訪
問
介
護
を
取
り
巻
く

状
況
も
ず
い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
介
護
報
酬
改

定
も
あ
り
、
様
々
な
変
化
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
少
な
い
人

員
で
事
業
を
継
続
す
る
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や
採
用
活
動
へ
の

取
り
組
み
。
変
化
す
る
事
は
勇
気
と
力
が
必
要
で
す
が
、
成

果
は
や
り
が
い
に
繋
が
り
ま
す
。

　
時
代
の
変
化
を
捉
え
な
が
ら
、
変
わ
ら
な
い
人
と
人
と
の
関

わ
り
を
大
切
に
し
て
こ
の
必
要
な
事
業
を
担
う
ヘ
ル
パ
ー
協
の

皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

会

　長

岡
崎
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
利
用
者
さ
ん
の
生
活
に
一
番
に
寄
り
添
え
る
素
敵
な
仕
事

を
み
な
さ
ん
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
利
用
者
さ
ん

の
笑
顔
を
パ
ワ
ー
し
て
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

用
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
よ
り
よ
い
介
護
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
役
員
を
任
命
さ
れ
不
安
な
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

機
会
に
色
々
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
皆
様
の
お

役
に
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ビ
ス
を
提
供
出
来
る
よ
う
に
ヘ
ル
パ
ー

皆
で
話
し
合
い
、
日
々
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
役
員
と
し
て
の
活
動
を

通
し
、
多
く
を
学
び
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

繋
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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今回スキルアップ研修で処遇改善について取り上げて頂きました。処遇改善

加算に特化した研修は今までに受けたことがなく、国の資料を分かりやすく、

かみ砕いた内容でとてもうれしく思いました。研修の時期がもっと早ければ、書類作成時の参考になった

かなとも思います。私の事業所では処遇改善に関する事務手続きもすべてサ責が行うため、書類提出時期

は毎回悪戦苦闘です。書類作成にかなり時間を取られるため、「もうやめようか。」との声も出まし

た。職員の年齢も高く、要件を満たすことも難しくなってきます。キャリアパス要件の中には、ヘル

パーだけでは決められない内容もあり、対応が難しいところです。それでも加算を取ることで、職員のモ

チベーションアップにつながると思いやっていますが、なかなか職員自身の意識改革がむずかしく伝え方

にも苦慮します。

処遇改善も含め他の事業所とじっくり話す機会も今までほとんどなく、今回しっかり時間を取って頂い

たので、電話ではなかなか聞きにくい内容も、顔を見て聞くことができとてもいい時間でした。研修のや

り方とか記録等についてなど、まだまだ聞きたい事が沢山あります。研修でやらなければいけない内容が

多く、本当にやりたいことになかなか時間

が取れないのが現状です。今回他の事業所

との話の中で解決方法が見つかったり、

「こうしてみよう。」と思うことができ、

「情報交換って大事だな。」と改めて感じ

ました。サービス提供責任者ならではの悩

みも共有でき、とても有意義な時間でし

た。是非またこんな時間を作って頂きたい

です。

● 特殊詐欺の件数や被害額は減っておらず、昨年の同時期と比べると増加している。
被害にあったうちの９割が「自分は大丈夫だと思っていた」との事。

● 「自分は大丈夫」「自分の親は大丈夫」と思わず、日頃
から家族と連絡を取り合うことや声を掛け合う事も
大切です。

● 犯人と「話さない」対策

・自宅の電話を留守電話設定にする。
・被害防止付き電話機に変更する。
・＋1や＋44等から始まる
国際電話番号には出ない、かけ直さないようにする。
（発信・着信を無償で休止できる）

市町村委員等研修会

愛知県警察本部生活安全部　生活安全総務課防犯情報係　山田 綾野 氏

令和6年5月22日（水）開催

「高齢者等を狙った犯罪対策について」「高齢者等を狙った犯罪対策について」
スキルアップ研修会

愛知県ホームヘルパー連絡協議会　顧問　神谷 洋美 氏

令和6年8月27日（火）開催

「介護報酬処遇改善加算制度
　　　　 改正に関する研修会」

「介護報酬処遇改善加算制度
　　　　 改正に関する研修会」

● 最近の代表的な特殊詐欺の手口についての紹介

②オレオレ詐欺

「のどの手術をしたから声の調子がおかしい」と子や孫になりすまし、
電話でやり取り。結果、現金をだまし取られる。

①キャッシュカードを狙う詐欺

「あなたのキャッシュカードが悪用されている」などと電話がかかってきた後に、
警察官などに成りすました犯人が自宅を訪問、「カードを封筒に入れて保管してください」
「口座を止めるために暗証番号を教えてください」などと言われ、被害者が目を離したすきに
キャッシュカードをすり替えだまし取られる。
→キャッシュカードを見せない、封筒に入れない、暗証番号を教えない事が大切。

③還付金詐欺

役所職員をかたり、「医療費や保険料の還付金がある。
還付の手続きの期限が過ぎてしまっている。」とATMへ誘導し入金させる。

2024年度処遇改善加算について
意見交換会
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た。是非またこんな時間を作って頂きたい

です。
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から家族と連絡を取り合うことや声を掛け合う事も
大切です。

● 犯人と「話さない」対策

・自宅の電話を留守電話設定にする。
・被害防止付き電話機に変更する。
・＋1や＋44等から始まる
国際電話番号には出ない、かけ直さないようにする。
（発信・着信を無償で休止できる）

市町村委員等研修会

愛知県警察本部生活安全部　生活安全総務課防犯情報係　山田 綾野 氏

令和6年5月22日（水）開催

「高齢者等を狙った犯罪対策について」「高齢者等を狙った犯罪対策について」
スキルアップ研修会

愛知県ホームヘルパー連絡協議会　顧問　神谷 洋美 氏

令和6年8月27日（火）開催

「介護報酬処遇改善加算制度
　　　　 改正に関する研修会」

「介護報酬処遇改善加算制度
　　　　 改正に関する研修会」

● 最近の代表的な特殊詐欺の手口についての紹介

②オレオレ詐欺

「のどの手術をしたから声の調子がおかしい」と子や孫になりすまし、
電話でやり取り。結果、現金をだまし取られる。

①キャッシュカードを狙う詐欺

「あなたのキャッシュカードが悪用されている」などと電話がかかってきた後に、
警察官などに成りすました犯人が自宅を訪問、「カードを封筒に入れて保管してください」
「口座を止めるために暗証番号を教えてください」などと言われ、被害者が目を離したすきに
キャッシュカードをすり替えだまし取られる。
→キャッシュカードを見せない、封筒に入れない、暗証番号を教えない事が大切。

③還付金詐欺

役所職員をかたり、「医療費や保険料の還付金がある。
還付の手続きの期限が過ぎてしまっている。」とATMへ誘導し入金させる。

2024年度処遇改善加算について
意見交換会
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この冊子は愛知県共同募金配分金で作られています。

事務局からのお知らせ

各種マニュアル冊子の販売について
２０２２年
改訂！

　事業所での研修や介護技術の基礎確認、介護事故の予防などに
もお役立てください。ご希望の方は、事務局へお問い合わせください。

■納品と同時に請求書を同封いたしますので、後日お振込みください。

　 2022年改訂版 サービス提供責任者 支援ハンドブック ▼
　 ・愛知県ホームヘルパー連絡協議会会員　500円
　 ・会員外　　　　　　　　　　　　　　　600円

▼

訪問介護マニュアル老計10号（※令和元年版です）

　 ・愛知県ホームヘルパー連絡協議会会員　300円
　 ・会員外　　　　　　　　　　　　　　　400円

▼

2022年改訂版 訪問介護マニュアル　※2024年改訂版作成中です。

　 ・愛知県ホームヘルパー連絡協議会会員　600円
　 ・会員外　　　　　　　　　　　　　　　700円

委員総会 被顕彰者

■ 会長感謝

川口 美幸 様社会福祉法人大治町社会福祉協議会
ヘルパーステーションおおはる

坂口 小百合 様社会福祉法人南知多町社会福祉協議会
南知多町社協ヘルパーステーション

石田 富美子 様社会福祉法人武豊町社会福祉協議会
武豊町社協ヘルパーステーション

おめでとうございます！


